
 

 

 

 

 ５月１８日水曜日、第２回は２校の先生方にご参加いただきました。「発音指導ってどうしたらい

いの？」「上手く話せないことを楽しくできる方法は？」等、情報交換をしました。また、浜田ろう学

校より、国語教材をもとに表現の読み取りの難しさについて考えたり、「ワンポイント手話（日常でよ

く使う「動作」の手話）」の紹介等をしたりしました。 

今後もみなさんにお会いできるのを楽しみにしています。                                   

令和４年６月８日 浜田ろう学校 スタッフ一同 

学年のみんなの前で話す機会があ

りました。恥ずかしがっていまし

たが、自分の気持ちを伝えること

ができ、感動しました！！ 

学習の中で意味の分かりづらい

ことばがたくさん出てきます。

どんなふうにことばを 

教えていったらいいのかな？ 

子どもが言いまちがえたとき、

どう伝えたり、指導したりする

といいのかな？ 

 

まずは関係づくりを 

しているところです。 

～おたより～ 

発音しにくいことばは、文字（黒板に

書く、単語カードを提示するなど）・

口形を見せています。ことばの意味を

教えることもあります。 

ワンポイント手話 

「考える」     「覚える」 

発音指導例（実践から） 

○言いまちがいでは気になったところを少し

言うぐらいにしていました。（言い過ぎはよ

くないです！）記録をとるとパターンが見

えてくるかもしれません。 

○母音の取り出しや長音を安定させるなど･･･ 

 発音のサインも有効かも！口を動かす練習

もしていました。 

○話すことを楽しめるよう校内放送をよくし

ていました。伝わりやすいよう文の横にオ

リジナルのマーク（区切り、強弱など）を

書いて練習しました。みんなから「分かり

やすかったよ～」「よく聞こえたよ～」とい

う反応がうれしそうでした♪ 

 


